実習課題37

～情報の伝達～

年
組
番
氏名




目標：（この課題でできるようにしたい情報機器の操作目標を書きなさい。）
「百聞は一見に如かず」とは言葉だけによる情報伝達の難しさを言い表したことわざである。しかし、ときには言葉だけで相手に情報を伝えなければならないこともある。そのとき、わたしたちはどのようなことに気をつけなければならないのだろうか、実際に体験して考えてみよう。
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はじめに
右の図１，２の図形を相手に正確に伝えるにはどうしたらよいでしょう。つぎの条件で伝達を行う場合の工夫について考えてみましょう。

1 言葉だけで伝達（質問不可）

2 言葉だけの対話式伝達（質問可）

3 言葉と身振りでの対話式伝達（質問可）

図１

図2

実習方法
1. 班ごとにボール紙を切り抜き、正三角形を３つ、正四角形を２つ、円を１つ作成する。

2. 代表者は三角３つ、四角形２つ、円１つを使い、他の生徒から見えないように図形を組み合わせる。

1 代表者は作成した図形を言葉だけで、他の生徒に伝える。身振り手振り等を用いてはいけない。
2 他の生徒は、代表者の説明をもとにして、その図形を下の欄１に書く。代表者の説明に対して、質問することはできない。
3. 代表者は他の生徒から見えないように三角形３つ、四角形２つ、円１つを組み合わせ、前回とは異なる図形をつくる。
1 代表者は作成した図形を言葉だけで、他の生徒に伝える。身振り手振り等を用いてはいけない。
2 他の生徒は、代表者の説明をもとにして、その図形を下の欄２に書く。代表者の説明に対して、言葉による質問をしてもよい。
4. 代表者は三角形３つ、四角形４つ、円１つを組み合わせ、前回とは異なる図形を他の生徒から見えないようにつくる。
1 代表者はこの図形を言葉と身振り手振りを使って、他の生徒に伝える。
2 他の生徒は、代表者の説明をもとにして、その図形を下の欄３に書く。代表者の説明に対して、言葉あるいは身振り手振りによる質問をしてもよい。
5. １～３までを代表者を変更して行い、お互いに気づいたことを話し合いましょう。
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伝達された図形


報告書
1. 一方的に説明した場合と質問した場合との伝わり方の違いについて気づいたことをまとめなさい。


2. 言葉だけの場合と、身振りを含めた場合での伝わり方の違いについて気づいたことをまとめなさい。


3. 言葉による情報の伝達を行うときに、注意しなければならないことを述べなさい。


4. この実習の感想についてまとめなさい。


確認テスト
問題

メディアという言葉は、日常生活ではテレビや新聞などといったマスメディアの意味で使われることが多い。しかし、「媒体」「手段」と訳されるようにコンピュータの世界ではメディアとは磁気ディスクやＭＯといった記録媒体を指し、また、広義の意味では列車や自動車も人や物を運ぶための媒体という。また、メディアの語源には｢霊媒｣という意味もあり、このように、一言にメディアといっても多数の意味がある。

ここでは、「目的を持った情報を、必要とする人に伝達するシステムのこと」をメディアということに限定することにしよう。

(1) マスメディアに対し、個人での情報のやり取りの手段をパーソナルメディアという。パーソナルメディアの例をあげなさい。〔電話、手紙など〕

(2) マスメディアとパーソナルメディアの特徴をその違いがわかるように述べなさい。

マスメディア〔一度に大量の不特定多数の人に、一方的に情報を送信するための手段〕

パーソナルメディア〔特定の人と、互いに情報をやり取りするための手段〕

(3) Ｗｅｂページは個人で開設する放送局にたとえられる。その理由について述べ、この理由をふまえてＷｅｂページを作成するときの注意事項を述べよ。

〔相手を特定せず情報を発信する点が放送局と似ている〕

〔どのような人が閲覧するかわからないことを考え、不適切な言葉（差別用語）はもちろん、多様な解釈がなされないような簡易な文章表現を心がける〕

(4) ＢＳディジタル放送が始まり、テレビのメディアとしての役割が変わるといわれる。どのような点が現在のテレビ放送と異なってくるのか述べよ。

〔双方向サービスが行えるようになり、番組への参加やショッピングをしたり、必要な情報を取り出したりすることができるようになり、テレビは見るものからパソコンと同等の機能を持った使うものに変化していく。〕
問題

図形の伝達で行った実習内容を思い出しながら、以下の問いに答えなさい。

（1） 言葉だけで図形の配置を伝達する場合、どのような工夫をすると伝わりやすいか、具体的な例をあげ、説明しなさい。

〔「おでん」「家」などものにたとえて説明、形態的特長で説明〕

（2） 図形の配置の伝達で、言葉だけでは伝わりにくい情報は何だったか答えなさい。

〔図形の向き（三角形の頂点がどちらを向いているか）や重なり方〕

（3） 実習では行わなかったが、質問ができない場合でもface-to-face（対面形式）とnon-face-to-face（非対面形式）では、face-to-face（互いに顔を見ながら）伝達を行ったほうが、より的確に情報が伝わりやすいといわれている。なぜだと思うか、その理由を考えてみなさい。

〔対面方式では質問ができなくても、うまく伝わったかどうか表情から読み取ることができるため〕

自己評価シート
あてはまるものにチェックを入れなさい。（自分が何について理解し、できるようになったかを振り返るものです。正直に答えること）
質問不可の時、代表者が考えた図形配置を正確に再現できた。


質問不可の時、代表者が考えた図形の配置だいたい再現できた。


質問不可の時、代表者が考えた図形の配置を再現できなかった。


質問可の時、代表者が考えた図形配置を正確に再現できた。


質問可の時、代表者が考えた図形配置をだいたい再現できた


言葉と身振りでの表現では、代表者が考えた図形配置を正確に再現できた


言葉のみで伝達を行う場合、何に気をつけたらよいか提案できた。


質問を行うことが大切であることに気づくことができた。


質問を行うことで、自分の考えを整理することができることに気づくことができた。


言葉以外のコミュニケーションの大切さに気づくことができた。


非言語コミュニケーションの例をあげる事ができた。


「百聞は一見にしかず」ということわざを体験できた。


評価
評価の観点
評価規準
評価の方法
得点

関心･意欲･態度
言葉での一方向伝達を行う場合、何に気をつけたらよいか考えようとしている。
はじめにから



代表者からの図形に関する情報をのがさず聞き取り、伝達された内容を正確に表現しようとしている。
伝達された図形


思考･判断
情報発信する側が一方的に伝えるだけでは、正確に相手に伝わりにくいことを体験し、言語表現の重要性を理解した情報発信を考えることができる。
報告書から



身振りによる情報伝達の有効性に気づき、マルチメディアによる情報発信の有効性を考えることができる。
報告書から


技能･表現
代表者は、図形が正しく伝わるように工夫して説明し、質問者は問題点が明らかになるよう的確な質問を行うことができる。
実習から



質問なしの一方的な情報発信に対し、誤解をされないための受信者に対する表現の配慮を行える。
実習から


知識･理解
一方的に説明した場合と、質問が可能な場合とで、情報が正確に伝わる度合いが異なることを理解している。
自己評価ら



同じ説明を聞いても、人により解釈が違い、描く図形が異なることがあることを体験的に理解している。
自己評価ら
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元の図形
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